
令和 5年  11月 27日（月）  中央学校給食センター 

【献立名】  長崎のにんじんご飯  牛乳  きびなごのから揚げ 

       小松菜のごま和え  ヒカド 

                     

【ひと口メモ】 

 

 

（食文化） 

 長崎県は、九州の北部に位置し、壱岐、対馬、五島列島など、多くの島があります。織

田信長などの武将が活躍した戦国時代にはポルトガルやスペインとの貿易が栄え、外国か

ら伝わった洋風の文化が南蛮文化とよばれ広まりました。江戸時代に鎖国の時代となった

後も、長崎県だけには中国とオランダの貿易船の出入りが認められていました。そのため、

長崎県では外国の文化をうまく取り入れた独自の文化が発展し、食文化にも影響を与えま

した。 

 長崎県ではにんじんやきびなごが多くとれます。今日の給食では、にんじんごはん、き

びなごのから揚げとして取り入れています。また、「ヒカド」は長崎県の郷土料理です。

「ヒカド」とはポルトガル語で「物を細かく刻む」という意味で、具を細かく刻み、すり

おろしたさつまいもでとろみをつけた汁物です。給食では、さつまいもも具の一つとして

加えています。外国との文化交流で生まれた長崎県の郷土料理を味わってみましょう。 

 



令和５年 １１月 ２７日（月）  第二学校給食センター 

（献立名）  豚そぼろのあんかけ丼  牛乳  かぼちゃのかのこ揚げ   

小松菜のごまドレッシングあえ 

 

【ひと口メモ】 

 

 

（社会性） 

 給食を食べる時間が短いと感じている人はいませんか？ もし、食べる時間が足りないと

感じているなら、配膳に時間がかかっていることはありませんか？ 

 学校での給食の時間は限られています。その時間の中で、配膳をし、食べて片づけなけ

ればいけないので、給食の準備を早く行うことが大切です。 

早く配膳するためには、手洗いをし、配膳をする人、食器を配る人、それぞれの人が自

分にまかされた役割を行うことで、早く配膳ができ、食べる時間を十分に確保することが

できます。 

 明日からの配膳の仕方にいかしましょう。 

  



令和５年 １１月 ２７日（月）  飯山学校給食センター 

【献立名】長崎のにんじんごはん 

    牛乳 きびなごのからあげ 

    キャベツのおかかあえ 長崎のヒカド 

 

【一口メモ】 

 

（食文化） 

 今日のめあては、「長崎県の料理を味わおう」です。 

 長崎県は、九州の北部に位置し、壱岐、対馬、五島列島など、多くの島があります。みか

んやびわなどの果物の栽培が盛んです。また、にんじんは西洋にんじんの一種、黒田五寸に

んじんの栽培が有名です。さらに、海に面しているため、魚介類もたくさんとれます。 

 江戸時代、中国とオランダの貿易船の出入りが、長崎に限って認められていました。この

鎖国の時代に外国からさまざまな文化が伝わりました。長崎県では、料理においても、中国

やオランダ、ポルトガルなど、異なる国の食文化をうまく取り入れ、独自の食文化を育てて

きました。 

 今日の給食のヒカドもその 1つで、ポルトガル語で”刻む”という意味の「ピカルド」が

転じて「ヒカド」と呼ばれ、長崎県の郷土料理として定着しています。よく味わって食べま

しょう。 

 

≪今日の丸亀産の食材≫ 

キャベツ、大根、 

チンゲン菜 


